








































































外国人登録総数 1,686,444 2,011,555 2,134,151
□永住 657,605 801,713 964,195
％ 39.0% 39.9 45.2%
一般永住者 145,336 349,804 565,089
％ 8.6% 17.4% 26.5%
特別永住者 512,269 451,909 399,106
％ 30.4% 22.5 18.7
□非永住者 1,028,839 1,209,842 1,169,956


































































































































































































































































A票 日本人向け個人調査 352 229 65.1%
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もっと積極的に関わってみたい
少し関わりを持ってみたい
なるべく関わりたくない
まったく関わりたくない
日本人
外国人
日本人は外国人との関わりに消極的。
一方、外国人は日本人との関わりに85％が積極的。
団地に住む外国人／日本人との今後の関係（％）
日本人（219人）、外国人（181人）
５ 外国人住民と共につくる
新しい地域コミュニティ
これは何でしょう？
ユニバーサルデザインの道具の例
「ピタッとくまちゃん」 固いふたを開ける道具
力が弱い人でも
固いふたを楽に
開けることができる

ユニバーサルデザイン（ＵＤ）とは？
• 米国ノースカロライナ州立大学の建築学教授、
ロナルド（ロン）・メイスが提唱
• 自身がポリオの後遺症で車いすユーザー
• 同じく車いすユーザーの奥さんとＵＤを概念化
できる限り最大限すべての人が利用できるよう、
製品、建物、空間をデザインすること
簡単に言えば、
ユニバーサルデザインの７原則
【公平性】 誰でも公平に利用できる
【自由性・柔軟性】 使う上で自由度が高い
【単純性】 使い方が簡単で直感的にわかる
【わかりやすさ】 必要な情報がすぐに理解できる
【安全性】 うっかりミスや危険につながらない
【省体力】
無理な姿勢をとることなく、強い力なしに楽に使える
【スペースの確保】
使いやすい寸法・空間になっている
（どんな姿勢、体格、移動能力でも届きやすく操作しやすい）
出典：見つけたよ！京都のユニバーサルデザイン
http://www.city.kyoto.lg.jp/hokenfukushi/page/0000005284.ht
ml
（京都市情報館）
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○○のユニバーサルデザイン
• 道のＵＤ
• 公共交通のＵＤ
• 建物のＵＤ
• オフィス機器のＵＤ
• 券売機のＵＤ
• 水回りのＵＤ
• ・・・・・
• 女性が使いやすい
• 障がい者が－
• 高齢者が－
• 子どもが－
• 外国人が－
• みんなが－
差別のない
社会づくりのために！
• ユニバーサルデザインの心
–高齢者や障がい者などにとって使いやすいものは
多くの人々にとっても使いやすい
• 21世紀の地域コミュニティは多様な人を含む
–外国人を排除するのでなく、仲間に
–地域コミュニティのあり方をユニバーサルデザイン化
社会の在り方にも
ユニバーサルデザインを！
多文化共生を阻む３つの壁
制度の壁
心の壁言葉の壁
社会のユニバーサルデザイン
• 多様な人びとに社会を開く
• 多様な人びとの社会参加を促す
• それが地域の「力」になる
多文化共生は
言葉や文化の壁を越えて
多様な人びとをつないでゆく
ユニバーサルデザイン
震災時にも
• 外国人は「災害弱者」か？
• 情報をつなぐのは「人」！
• 連携にはふだんの備えが必要
受け入れ社会
外国人コミュニティ
子ども
つながり
日本語の
できる
外国人
つながり
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むすび
外国人市民に対する偏見のない対応
外国人に関する犯罪不安ゼロの大前提
日本人側からの
「はじめの一歩」が大切
48
ご清聴ありがとうございました
10分休憩をとって
そのあとは
グループディスカッションです
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ワークショップのすすめかた
• 3つのテーマで９０分（３０分×２、２０分）
– １４：４５～１６：０５
• テーマ１と２は３０分、テーマ３は２０分
–討論 ２０分
–発表と池上コメント １０分
• 全体発表（５分×５グループ）
– １６：０５～１６：３０
• 主催者連絡、アンケート
– １６：３０～１６：４０
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ワークショップの流れ
テーマ１
• ご自分の周りの方々から、外国人住民について
どんな声が聞こえてくるか、共有しましょう
テーマ２
• 外国人住民の立場にたってみて、日本社会で生活
する上で困難を感じそうなことを考えてみましょう
テーマ３
• ご自分たちの活動を通して、どのように外国人住民
を日本社会につないでいけるか考えてみましょう
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ワークショップの流れ
テーマ１
• 外国人住民についてどんな声？
テーマ２
• 日本で困っていることは？
テーマ３
• 外国人住民と日本社会をつなぐ方法？
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「むすび」をもう一度！
外国人市民に対する偏見のない対応
外国人に関する犯罪不安ゼロの大前提
日本人側からの
「はじめの一歩」が大切
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